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【同窓会報告】 

  43 回生同期会開催 

小池弘一 

43 期同期会が開かれました 

前回は桜の咲く京都嵐山で、今回は紅葉で有名な大阪箕面で令和元年11月26日〜27日に行われました。午後

4 時阪急箕面駅に集合の後、送迎バスで箕面山荘風の杜に向かいました。 

当ホテルは丁度山の中腹にあるため、ロビーからの眺望はみごとなもので、左に生駒金剛の山並み、前方には大

阪の大都会、そして右に六甲の山並みが一望できる大パノラマでした。 

部屋割りののち、風呂で疲れを癒しさっそく宴会になりました。まず、物故された会員の皆様の冥福を祈り黙祷を

捧げたのち、前会長の神澤君より最近の学友会ならびに学園状況の報告を受け、前々会長の埜藤君の乾杯で始ま

りました。我々の年代の話題はまず自分と家族の健康、そして年金のことなど、夜遅くまで話が尽きませんでした。最

後に、次回は村田君と手塚君の世話で近江の国滋賀県で開くことを決定し、お開きとなりました。 

翌日は折角なので箕面の滝にタクシーに分乗し向かいました。滝の前で記念撮影の後、一昨年の台風の傷跡を

残す箕面川沿いに秋の景色を眺めながら箕面駅まで散策し、駅前で一服の後、二年後に再会の約束をし、散会と

なりました。今回の参加者は 12 名でした。次回はもっと多く参加される事を切にお願いします。 

尚、今回の主たる幹事であった西村君が急な病に倒れ参加できなったことが残念でなりません。 
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